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1. 本 誌 は ､物 性 の石井究 を共 同 で促 進 す るた め ､研 究 者 が その石井究 ･意

見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあ い､ また ､研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､ 毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡掲

載 内 容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国 際 含 蓄義な どの 報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関 連 した諸 問題 につ い ての 意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どてらす ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､原則 と して審 査 を行 を い ませ

ん ｡ 但 し∴編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 め た ち

の につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ また は掲 載 を拒 赤色す る こ とが あ ります ｡

3. 本 誌 の掲 載 論 文 を他 の 学術 雑 誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承･諾 を

得 た上 で･Private communication ‡扱い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑≡誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立 体 "[ "､ イ タ リ ッ ク "_ "､ ゴシ ッ ク "～ "､ ギ リシ ャ文 字 "ギ｡'､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､ 小 文 字 等 を赤 で指 定 して下 さい ｡ 又特 に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(エ ル)と1(イチ)､xと×(カ ケ

ル)､ uとV､ 千(ダ ガー)と+ (プ ラ ス)､4･とQとF'と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい ｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さ い ｡

5. 1行 以 内 に お さ ま らを い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は 必 ず 改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡

6. 図 は そ の ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレー ス され た もの)

と その コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 国 の縮 尺 ､拡 大 は 致 しませ ん ｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf) 以 内 に入 らな い もの ､ その ま ま印

刷 で きな い図 は原 則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます ｡

図 中 の 文 字 は i古宇 に い た しませ ん｡ 図 の 説 明 は 別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原 稿 の訂 正 は で きるだ け避 け る よ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お 申込 み下 さい｡

別刷 代 は 別刷 代 金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い ､ 別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に糸内め てT さ い ｡ (郵 便 切 手 に よ る受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原 稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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議 事 録

第 2回物性専門委員会 (第 14期 )議事録

日時 :1989年 1月 18日 (水 )13 :30-17:05

出席者 :伊達宗行 中嶋貞雄 石井武比古 遠藤裕久

勝木 渥 糟谷忠雄 Jtは寸 清 久保亮五

佐藤晴雄 長岡洋介 守谷 亨 山田鋳二

山田安定 禅 素英

中村輝太郎 (IUPAP専門委員 )

1. 前回議事録 を･確 認 し､なお修正点が ある場合 には､川村

幹事 に知 らせ ることとした｡

2.物性委員会が管理する各種選挙結果 について (長岡~)｡

このほど行 ?.た物性百人委員 による投票の結果に基づ き

物性研究所お よび基礎物理学研究所 にそれぞれ下記の委員

を推薦す ることにしたい旨長岡･物性委員会委員長 より提案

があ り､これを承認 した｡

○物性研共同利用施設専門委員 (依頼人数 7名 )

小野 文久 (岡犬養 )

秋光 ∴純 (青学大理工 )

本河 光博 (神大理 )

小谷 章雄 (東.北大理)

目方 守 (福井大理 )

小松原武美 く東北大理 )
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議事録

櫛 田 孝司 (阪大種 )

なお､中山正敏､遠藤康夫 ､伊達宗行､仁科雄一郎の 4

氏が櫛田氏と同点であったが､所属や過去および現在の

物性研の委員経験が少ない こと等を考慮 して､楠 田氏を

推薦す るこ.ととした旨説明が あった｡

○基礎物理学研究所研究部員

永井 克彦 (山口大理 )

鈴木 増雄 (束大理 )

小谷 章雄 (東北大理 )

安藤 恒也 (物性研 )

山田 耕作 (京大理 )

川崎 恭治 (九大種 )

金森膿次郎 (阪大種 )

なお､山田氏以下 3氏は同点であったが､これ までの方

式 に従 い､このまま基礎物理学研究所所長 に推薦 し同点

者か ら 1名を選ぶ ことは同研究所臓者か ら1名 を選ぶ こ

とは同研究所側 に任せ ることとする旨説明があった｡●

31.学術会議 (106総会 )および同第 4部会報告 (中嶋 )

01988年10月20日に開かれ た第106回総会で､第14期括動

計画 を立て 7特別委員会 を設置することが決 まった｡

〇第 4部会 は､上の滴動計画の具体化 について議論 し､回

● その後 ､基研は山田氏に依頼することを決定 した｡
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議事録

際関係を討議するワーキング ･グループ と上級研究員制

度を討議するワーキング ｡グループの設置を決めた｡

4.物性研人事選考協議会委員の選出

無記名投票の結果､下記の 2氏を物性研究所所長に推薦

することとなった｡なお､2年任期の 2年目に東大の定年

規定 に引っ掛かる場合の取 り扱いは物性研側に一任するこ

とにした｡

理論 金森 順次郎 (阪大種 )

実験 仁科 雄一郎 (金研 )

5.物性研報告 (守谷 )

○キャンパス移転について､̀将来計画の実現を前碇として

積極的に考えようということになったということは前回

報告 した｡現在､将来計画について所内で検討を進めて

おり､近い将来､物性専門委員会 にも議論 していただき

たいと考えている｡

○スーパーコンピュータの概算要求は認められなかったが､

今後も要求 して行 きたい｡

6.基研報告 (長岡)

京大基研 と広島大理論研が合併 して京都に新 しい共同利

用研を作 るこ.tについて｡両研究所 とも前向きの姿勢であ

るが具体的な進展がないため､今の ところ､今年は概算要

求が出ない見込である｡来年 に要求することになるだろう｡

7.物性専門委員会の定員補充について｡
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議事録

2名の欠員のうち 1名は放射光学会に推薦を依頼 し､も

う1名については大学関係者以外か ら出てもらうこととし

た｡なお後者の{遠は委●員長 と幹事 に一任 となった｡

8.物性物理将来計画 について｡

放射光 と中性子を使 う研究の将来計画を横討す るための

r大型施設ワーキ ング ･グループ ｣､前期の金森委員会の

討議を受け継 ぐ r物性将来計画 ワ-キング ･グループ ｣を

設置することになった｡前者の委員長 として伊達宗行氏､

後者の委員長 として糟谷忠雄氏を選出した｡これ らのワー

キング ･グループ.の構成 については一両委員長 に-任 し､

次回物性専門委員会で承認の上､正式に尭足することとし

た｡

以上
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プレプリン ト案内

〔東京大学理学部和田研〕
1336
R.A..Klemm.
PhenOmenOlogicalModelof th8 CopperOxide Superconductors

1337
K. Shimoda.T. Kavai,K.U8har.a･.
Electromagnetic plane wavesWith parallelelectric and magnetic
fieldsE..H in free space

1338
T.Kawahara.M.Takaoka,
Chaotic behavio r of soliton la ttlc8 in anunstable d isslp.at ive
d isperslve non l inearsystem

1339
Y. Akutsu.T. DOguChl,M. Wadatl.
The Yang-BaxterRelation:･A N8V Tool forIくnot･Theory

1340
L.F.Mattheiss.D. R. Hamann.
Electronic band properties ofPb2Sr2YCu3Cb

1341
Y.Ono,T. Ohtsukl,B.Kramor.
Inverse Participation Number and FTaCtalDimenslonality of
Elf)ctrorLic States in a Two Dlmens･lonalSystem in Strong
P8rpendlcularMagnetic F181d

1342
H. Taka'gi.S. Uchlda.Y.･.Tokura.
SupeTCOnductivlty ProducO･d by EIcctron⊥Doping in CuO2-Layered
Compounds

1343
Y. Suzumura.T. GlamarChi,
Ⅰmpurlty Plnnlng ys. Sup8rCOnductivlty.inQuasi-One-Dimensional
E180trOn Syst8m$

1344
Y. Suzumura,H. ∫. Scbultz.
Th8rmOdynamic PropettleS Of lmpure'Anisotropic
Quasi-One-DimensionalSuperconductors

1345
R. T. Scalettar.E. Y. Lob,∫.E. Gubernatis,A. Moreo
S. R.White,D. ∫. Scalaplno,R. L. Sugar.E. Dagotto,
Phase Diagram of the Two-DinlenSionalNegative-U Hubbard Model

1346
∫.Rondo.S. Nagal.
The MadOlung Energy inOxide Superconductors

1347
∫.F. Annet●t,N. Goldenfeld,S. R, Renn,
Fluctuation Diamagn8tism･･ofYBa2Cu307-8 : Evidence for
UnconventlonalPalrinl
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プレプリント案内

1348
A.Fujimori,Y. Tokura,H.Eisaki,H.Takagi,S. Uchida
M. Sato,
Origin of the electronic..states near theFerJT)i level in
high-Tcsuperconductors

1349
K.Hida,
Theory oL the SpinWave Mediated High TcSuperconductivity

1350

D. Reagor,E.Ahrens.S.W.Cheong,A.Migliori,Z.Fisk,
Larg.e DielectricConstants andMassiveCarriers in La2CuOl

1351
C.Castellani,G.Ko.tliar,
FermiLiquid vsNon FermiLiquid Behavior in a TwoBandModelof
High TemperatureSuperconductivity

1352
T. Dombre,G. Kotliar.
Instability of the long range RVB state in the mean field
approacll

1353
Y. Tokura.H. Takagi,H. Watabe,H.Matsubara.S. Uchida
冗. Hiraga,T.Mochiku,H. Asano,
A New Family ofLayered CbpperOxideCompounds心ithOrdered
Cations:ProspectiveHigh-Temper.atureSupercqnductors

1354
S. Massidda,～. Hamada.I.Yu,A.I.Freeman.
ElectronicStructure ofNd-Ce-Cu-0,A FermiLi.quid
Superconductor

1355
M. Takahashi,
ModifiedSpin-WaveTheory ofSq'uareLattice Àntiferromagnet

1356
A. MIshima.冗. Nasu,
A formation process●of a bipolaron and ne､w light absorption
bands in halogen-bridged mixed-valencemetalcomplexes

1357
R. T. Scalettar,N.E. Bickers,D.J.Sca】apino.
Competition ofPairing and Peierls-CDW Correlations in a2-D

ElectroP-Phonon Model
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プレプリント案内

1358
N.･Bulut,D.Hone.D.∫.Scalapino,E.Y.Lob,
Static Vacancy on a 2D HeisenbergSさin-1,2 Antiferromagnet

1359
N. 対ucker.H. Romberg.X. X. Xi,∫.Fink.･B. Gegenheimer
Z. X.Zhao,
On the Symmetry.OfHoles in High-TcSuperconductors

1360
N. Nucker.H.Romberg,S. Nakai,B. Sch.eerer,J.Fink
Y. F.Yam,Z.X.Zhao,
Plasmons and lnterband Transitions in Bi2Sr2CaCu208

1361

∫.Fink,〟.Nucker,H. Romberg,S.Nakai,
ElectronicStructure Studies ofHigh-TcSuperconductors by
Valence andCor･eElectrqn Excitations

1362
∫.Fink,N.Nucker,H. Romberg,J.C.Fuggle,
ElectronicStructure Studies ofHigh-TcSuperconductorsby
High-Energy Spectroscopies

1363
R. Manzke,T.Buslaps,R.Claessen.I.Fink,
On the superconducting en･ergy gap in Bi2Sr2CaCu208
investigated by high-resolution angle-resolved photoemission

1364

R.Claessen.R. Manzke.Il.Carstensen,B. Burandt,T.Buslaps
M. Skibowski,J. Fink,
A surface study of the 83 K superconductorBi2Sr2CaCu208
by LEED And angle-resolved inverse photoemission spectroscopy

1365
A.Griffin.A.∫.Pindor,
Plasmon Dispersion Relations and the Induced Electron
lnteractio-n in Oxide Superconduct'ors:NumericalResults

1366
S.Misawa,
Simple Decoupling Theory forHigh-TcSuperconductivity
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ニュース

〔北海道大学理学部〕

0人の うごき

村山茂幸 (理学部物理極低温 Ⅱ研 )

4月 1日より 室蘭工大 教養

秋重幸邦 (理学部物理結晶物性研 )

4月 1日より 島根大学 教養学部

〔九州大学理学部〕

o談 話 会

2月22日 上村 洗 (東大 ･理 )

｢銅酸化物高温超伝導体におけるスピシーポーラロン対機構｣

oセ ミナー

2月 18日 西山忠男 (九大 ･理 ･地質 )

｢岩石中の uphilldiffusionとpatt&n形成｣

o集中講義

2月20日-22日 上村 洗 (東大 ･理 )

｢高温超伝導｣
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掲 示 板

The4-thNishinomlya-YukawaMemorialSyrhposium
●

October26- 27,1989

DynamicsandPatternsinComplexFluids

-New AspectsofPhysics-ChemistryInterface-

Invitedspeakers缶omabroad:

N.A.Clark

W.Hel血ich

C.Kmobler

J.S.Langer

P.Meakin

氏.B.Meyer
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プ ロ グ レス- の翰 文投 稿 の 窓 口に つ いて

Progress of Theoretical Physics

縮 集 重 点 会

現 在 の窓 口は [編 集塞ユ宛 とな っ て ます が, 1989年4月以 降 は縞 集 重点 (全国)

に も直接 投 稿 でき る こ とに しま した.

この新 しい窓 口 はそ の縮 集 重 点 が レフ ェ リー の選 択 な どにつ い て適任 である

と考 え る場 合 に限 っ て下 さい. ''適 任 で な い〃 場 合 は結 集 重 点 が縮 集 室 に転送す

る だ け に な り, 処 理 が遅 れ る庶 因 ともな ります. 普 通 の場 合 は従 来 ど うりに し

て くだ さい.

受 領 の連 絡, レフ ェ リー とのや りと り, 判 定 の連 絡 等 は従 来 ど う り樹集塵か

ら行 い ます. 窓 口の 項 以外 は, [投 稿 の 手 引コ に従 っ て くだ さい. 特 に, [プロ

グ レス投 稿 原 稿 ] と封 筒 に赤 で明 記す るの を忘 れ な い で下 さい.

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

プ ロ グ レスの編 集 委 員 は綿 集 会 議 に 出.膚 して い る要 員 と他地 域 か らの委員 (

全 国 ) か ら構 成 され て い ます. 現 在 の要 員 は下 記 の通 りです が, 交替 す る場合が

あ ります の で, 表 紙 義 の委 員名 簿 で確 捉 くだ さ い.

*は委 員 (全 国)

阿 部 恭 久 藤 川 和 男書

川 崎 辰 夫 九後 汰 一 郎

牧 二 郎 益 川 敏美

高 山 都 築 俊 夫*̀

矢 崎 紘 一* 吉 村 太 彦*
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編 集 後 記

四ヶ月程出張 してお りましたので久 しぶ りに編集委貞会に出席いた しました

ら編集後記がまわって きました｡ 今年の冬は記録的な畷かさで､三月中旬 とい

うのにスキー ･シーズンは終わり､桜の開花前線 もす ぐ近 くまで来ております｡

そんな事や昨年の世界各地で起こった異常気象と南北両極のオゾン層の消滅が発

端 となって､最近の7-1ス ･コミは急に思い出したように地球の大気汚染の問題を

連 日とりあげています｡ 高温超伝導の発見や昭和天皇の崩御の時などもそうで

したが､新聞､テレビ､雑誌等こぞって報道を.始めますので､マス ･コミのイン

パクトは絶大です｡ 又､ 日本人はどうも､こういった外力に対 しては極めて速

やかにベク トルの向きをそろえて応答する習性があるように思われます｡ 地球

の大気汚染と世界の異常気象などの関連の正当性 は門外漢の私 にはわかりません

が､地球の汚染の問題 は数十年､数百年の時間スケールの問琴ですO この種の

問題はす ぐにニュース価値 もなくなってマス ･コ ミもとりあげなくなるで しょう

が､気長に考えなくてはならない大切な問題でしょう｡

編集委員会での話では､現在地方編集委員が数編の講義ノー トを用意 して く

れているそうです｡ 今までずっと京大での講義をノー トにLでおり対象が偏 っ

ていたように思 いますので折 しい講亀ノー ト楽 しみです｡

(T.M.)

物 性 研 究 第 51巻第6号 (平成元年 3月号) 1989年 3月20日発行

発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所 〒606 京都市百万辺交叉点上/レ東側
TEL(075)721-4541-3

･発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都 大学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円

-844-
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とっ て い ます ｡ した が って､ 3月末 ま

で に在 るべ く 1年 間 分 会 費 を御 支払 い下 さい O

を お新規 入 会 お申込 み の場 合･は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月 号 ～ 9月号) 4,200円

2nd volume (10月号 - 3月号) 4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困 雪鮭の 向 きは 1voltJme 分 ず つ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書 留 は御遠 慮 下 さい)

を お通信欄 に送金 内容 を必 ず 明 記 して下 さい｡

雑清志購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送 金 され る場 合 ､ 必 ず 会 員 本

人 の名 前 を明 記 して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か 在 らず ｢退 会･届 ｣ を送付 して下 さい ｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の 原則 と して は､正 当 を理 由 な く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には ､送 本 を停 止 す るこ とに な

って い ます の で御留 意 下 さい0

5. 一括 送 本 を.受け る場 合･:個 人 宛 送 本 中 に大 学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず-｢個 人 宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の 通

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同 様 です｡

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は ､必 ず送 本 先変更 届 を提 出 して下 さい｡

学 j鮫 ､研 究 所 等1幾関 会 員

1. 会 費 :学手交 ･研 究所 等 で の入 会 及 び個 人 で あっ て も公 費払 いの と

きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 1冊 1,300円､ lVol.7,800円､

年 間 15,600円 で す｡ この場 合 ､入 会 金 は不 用 です｡学手交､研 究 所 の

会 費 の 支払 いは後 払 いで も結構 で す ｡ 入会･申込 み を され る時 ､支払

い に請 求 ､ 見積 ､納 品 書 が各何 通 必 要 か をお知 らせ下 さい｡

を お､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い がで きな い様 で した ら､ 貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書類 を送 付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん ｡ 退 会 され る場 合 には ､ 1ケ 月前 ぐらい に中止時 期 を明

記 して ｢退 会 届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 石井究 刊 行 会

〒606京都 市左 京 区北 白 川追 分 田丁 京都 大 学湯 川記念 館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直通)
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